
令和３年度 実感を伴った働き方改革の推進

教員のこれまでの働き方を見直し、自らの授業を磨くとともに日々の生活の質や教職人生を

豊かにすることで、自らの人間性や創造性を高め、子どもたちに対して効果的な教育活動を

行うことができるようになること。

教育職員の在校等時間から所定の勤務時間を減じた「時間外在校等時間」を･･････

１か月で４５時間（１年単位の変形労働時間制を適用する場合は４２時間）以内、

１年間で３６０時間（１年単位の変形労働時間制を適用する場合は３２０時間）以内とする。

１ 学校規模に応じた働き方改革推進のコアチームを中核とした改善プロセスの推進

２ 働き方改革推進モデル校を核とした検証改善サイクルの確立及び成果の波及

３ 名寄市立小・中学校働き方改革推進会議と連携した、学校における働き方改革の推進

教育経営グループ組織体制

チーム意識改革

【業務見直し】

チーム徹底調査

【意識実態調査分析】

チーム可視化意識化

【在校時間調査分析】

名寄市立小・中学校働き方改革推進会議、名寄市教育改善プロジェクト委員会教育経営グループ

チームの

“対話”

個の

”気付き”

現状分析を踏まえて各教員

が自らの働き方を認識し、各

自が最適な取組を実践。

真に必要な教育活動を効果

的に行うため、学校全体で対

話し、業務改善を実践。

地域との

“協働”

働き方改革の趣旨や取組に

対する、保護者や地域住民の

理解と協力を醸成。

【重点的に実施する取組】

① 在校時間の客観的な計測・

記録と公表

② メンタルヘルス対策等の推進

③ 働き方改革手引き｢Road｣

の積極的な活用

④ ICTを積極的に活用した業

務等の推進

⑤ 部活動休養日の完全実施

⑥ 地域との共同の推進による

学校を応援・支援する体制

づくりの推進

⑦ 教頭への支援、サポート体

制の充実（スクールロイヤ

ーの配置）

学校力向上に関する総合実践事業に基づく包括的な学校改善（校務支援システムなどＩＣＴの導入による業務の効率化）

■市内教職員の「働き方」に関する意識調査

■市内管理職対象の各校の働き方改革実態調査

■１０月２８日 第１回働き方改革推進に関する研修会（働き方に関する意識調査の交流、各校の取組と課題の交流）

■１１月１１日 働き方改革推進学習会（働き方改革推進会議からの説明、上川教育局主幹川島政吉様による講演

■１２月 １日 第２回働き方改革推進に関する研修会

（現在の実践内容と今後の取り組めること「名寄市働き方アクション７」について）

令和2年度アクションプランに掲げた指標の推進状況

指 標 北海道 名寄市

部活動休養日を完全実施している部活動の割合 ９９.９％ １００.０％

変形労働時間制を活用している学校の割合 ９０.０％ １００.０％

定時退勤日を月2回以上実施している学校の割合 ８８.２％ １００.０％

学校閉庁日を年9日以上実施している学校の割合 １００.０％ １００.０％

名寄市内11小中学校は、

アクションプランの示し

た指標をクリアしている

改革の

目的

改革の

目標

改革の

推進

令和２年度の働き方改革



名寄市働き方改革指標

ayoro tar ction
Nayoro Star Action は、市内各小・中学校の働き方改革推進委

員会の取組を基に考えられました。この５つのAction は、市内11

校が令和4年度より統一して取組を促進して行く上での指標です。

校種や学校規模に合わせたAction１～５の取組を通し、働き方改

革の目標達成と教育活動の質の向上を目指します。

Action１

意識改革及び環境構築

○出退勤管理による

在校時間の客観的計測

○時間を意識した業務の

推進及び諸会議の進行

○年休・休憩等が

取得しやすい

職場風土の構築

Action２

業務の見直しと

マニュアル化

○業務処理手順の標準化

・定型業務の自動化

○スクラップ＆ビルト及び

教育内容の質的向上

Action３

ＩＣＴの効果的な活用

○タブレット端末を有効

活用した単元計画の作成

○学校評価、各種調査等の

ＩＣＴ化

○教材・教具の整理整頓、

デジタル化

○スズキ校務支援システム

の活用による情報共有

Action４

地域・関係団体等と

連携した教育活動の推進

○スプレッドシート等を

活用した職員間・学校間の

情報共有

○地域・関係団体等と

連携した

街頭指導等の外部化

Action５

部活動指導の負担軽減

（中学校のみ）

○名寄スタイルに基づく地

域部活動への移行推進

○「北海道の部活動の在り方

に関する方針」に基づく、

適切な活動日数・活動時間

の設定

《働き方改革推進事業指定校》名寄市立名寄中学校との関連について

必
須
取
組

選
択
取
組



名寄市内小・中学校働き方改革の取組事例
＜意識改革及び環境構築（取組例）＞
□勤務実態の可視化及び分析による、
教職員の内省と意識化

□業務の質的向上・始終業時間の明確化、
業務の平準化

□各学校での時間外勤務の縮減に向けた取組
の共有及び実践
□有給休暇・休憩時間等の取得の励行、
長期休業期間における学校閉庁日の設定

□安心安全会議と連携した登下校の見守り
（安全パトロール）の実施
＜諸会議（取組例）＞
□日課の調整による会議時間の確保
□要検討課題の事前周知による
会議進行の円滑化

□提案文書の様式のマニュアル化
□「説明を伴う提案」と「書面配付のみの提案」
等の区分けよる時間短縮

＜学校行事（取組例）＞
□「年度の重点経営方針」「年度の指導の重点」
を踏まえた行事の精選及び内容の見直し

□令和２・３年度（コロナ禍）における取組の
成果の今後の活用
□行事の反省直後の次回プランニングの
実行とスムーズな引き継ぎ

＜授業・教材準備（取組例）＞
□作成した教材等の保管場所の明確化及び
デジタル化

□タブレット端末等を有効に活用した教材
・教具の共有

＜学級通信の発行（取組例）＞
□時間割掲載等を基本とした学級通信の
内容の簡素化

□発行回数を２週に１度にする等、
全校で統一した取組

＜情報共有（取組例）＞
□スプレッドシートを活用した学校間に
おける情報共有

□正確な文書名及び作成日時を
明確にしたデータ保管

＜部活動指導の負担軽減（中学校のみ）＞
□部活動休養日の実施の徹底
・平日（週1回以上の休養日）
週末（週1回以上の休養日）

・週末又は祝日に大会参加した場合の
休養日の振替

・学校閉庁日期間中を休養日と
することの徹底

・道民家庭の日(毎月第３日曜日)は、
可能な限り休養日

□上限時間内での活動の徹底




